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１．はじめに

著者らは，除染作業の中で降雨や洗浄水などから流入する放射性物質の排水溝内の堆積，あるいは流下・拡散を

低減することを目的に，人工ゼオライトブロックを用いた簡易な除染技術の実用化に取り組んでいる．対象とした人工

ゼオライトブロックは，人工ゼオライトをペレット状に造粒し，ポーラスコンクリートの骨材として用いたものである．本報は，

人工ゼオライトペレットを用いたポーラスコンクリートの基本的物性と一部放射性物質の吸着能力に関する実験的な結

果について報告するものである．

２．実験概要

人工ゼオライトペレットを用いたポーラスコンクリートを検討するに

当たり，7 号砕石を用いたポーラスコンクリートと比較するものとした．

写真-1 に人工ゼオライトペレットを示す．実験に用いた人工ゼオライト

ペレットと 7 号砕石の骨材試験結果を表-1 に示す．表-1 より，試験に用

いた人工ゼオライトペレットは、吸水率が 60%以上と著しく大きく，実績

率も 7 号砕石に比べて 6～10%程度高い材料であることが分かる．ポーラ

スコンクリートの配合は，水セメント比を 25%に固定し，目標空隙率を

10,20,30％の 3 水準に設定した．表-2 にポーラスコンクリートの配合を

示す．セメント種類は高炉セメント B 種（密度 3.04）とし，セメントペ

ーストのフロー値を調整するためポリカルボン酸系

の高性能減水剤を用いた．ポーラスコンクリートの練

混ぜは，セメントペースト先練りとし，フロー値確認

後，骨材と混合した.セメントペーストの練混ぜには，

オムニミキサを用いた．ポーラスコンクリートの基本

物性試験は，供試体硬化後に空隙率試験，圧縮強度試

験（材齢 3 日,7 日,28 日），透水試験を実施した．各試

験方法は，エココンクリート研究委員会試験方法の修

正案（2003.3）に準拠した 1)．なお，供試体作製時の締

固め時間はテーブルバイブレータで 5 秒とした．

また，放射線物質（Cs）の吸着効果を確認するた

め，放射性物質による汚染地域の集水枡に、ポーラ

スコンクリートブロックを約 1 月間設置した．その

後，ポーラスコンクリートブロックを取り出し，放

射能濃度の測定を行った．放射能濃度の測定は，Ge

半導体検出器を用いた．ブロックの形状は，

10×10×20cm である．
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写真-1 人工ゼオライトペレット
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表-1 骨材試験結果

表-2 ポーラスコンクリートの配合

(vol %) (wt %) (%) 水 セメント 骨材
高性能
減水剤

46.9 25 10 124 497 925
30.6 25 20 81 324 925
14.3 25 30 38 151 925
62.0 25 10 149 595 1499
44.0 25 20 106 422 1499
26.0 25 30 62 249 1499
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３．実験結果および考察

図-1 に全空隙率と圧縮強度の関係を示す．図より 7 号砕石及

び人工ゼオライトペレットを骨材として用いたポーラスコンク

リートの圧縮強度は，全空隙率の増加に伴い小さくなる．ポーラ

スコンクリートの圧縮強度に及ぼす影響は極めて大きい．また，

7 号砕石を用いた場合と比較して，人工ゼオライトペレットを用

いた場合は，圧縮強度が非常に小さい．これは，人工ゼオライト

ペレットの強度が非常に小さいため，圧縮試験時に人工ゼオライ

トペレットが先行して破壊するためと考えられる．空隙率 20%程

度で 2.0N/mm2 程度の強度レベルとなる．しかしながら，人工ゼ

オライトブロックは，放射性物質の吸着や捕捉を目的としており，

高い強度は必要でない．これらの強度特性を考慮すればブロック

として十分に適用可能であると思われる．図-2 に連続空隙率と

透水係数の関係を示す．ポーラスコンクリートの透水係数は，連

続空隙率の増加するにしたがい大きくなる．7 号砕石と人工ゼオ

ライトペレットを用いたポーラスコンクリートの透水係数を比較

すると，連続空隙量が同じでも，人工ゼオライトペレットを用い

た方が，透水係数は大きい．これは，両者の空隙径や形状が異な

っているためであると思われる．写真-2 にブロック設置状況を，

表-3に集水枡設置ブロックの放射能濃度測定結果を示す．集水枡

に流入している水は，数 10ppm レベルの非常に濁度の低い水であ

る．設置期間中の降雨の影響も考えられるが，落ち葉等の堆積は

見られるものの，ヘドロ状の土粒子や砂の堆積やブロック表面へ

の付着は見られなかった．流入水（環境水）の汚染レベルは問題

ないとされており，水に含まれる放射性物質量は微量である．しかしながら， 1

ヶ月間流水を通すことで一定量の放射性物質が吸着していることが実験的に明ら

かになった．流入水中の放射性物質が懸濁物質に依存している量とイオン体とし

て存在する量の比率は不明であるが，人工ゼオライトブロックの方が 7 号砕石ブ

ロックより放射性物質を多く吸着しているデータになっている．

４．まとめ

人工ゼオライトペレットを用いたポーラスコンクリ

ートの基本物性と放射性物質の除染に関する試験を行っ

た．骨材に人工ゼオライトペレットを用いたポーラスコ

ンクリートは，7 号砕石を用いたものに対して強度は低

いが，同一空隙率で比較すると透水性が高くなることが分かった．また，集水枡に設置したブロックの放射能

濃度測定により，ゼオライトブロックの除染に関する利用方法の可能性を示すことが出来た．
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表-3 集水枡設置ブロックの放射能濃度測定結果

写真-2 ブロック設置状況

Cs-134 Cs-137
ZP 2.191 1341 1775 1.32
7号 3.548 563 757 1.34

Cs-137/Cs-134
Ge半導体検出器
放射能濃度(Bq/kg)試料

質量
(kg/ブロック)
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